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問題文中の「1.00atmの一定圧下に対して断熱的に行う」というのは、イメージとしては5.00atmに圧縮してある断熱性のピストンを外圧が1.00atmの下で1.00atm(=外圧)まで自然に膨張させる、ということだと思います。
そしたら割と奇麗に答えが出たので、多分正解だと思います。間違ってるって思ったらまた連絡ください。
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蒸発の際に蒸気が外部に対してする仕事は
                −　W = PΔV 　　　 (∵　P = const)　　　　　（気体が外部から受け取る仕事をWとした）
熱力学の第一法則より、
　　　　　　　　　　　　　　　Q　= ΔU　−　W　= ΔU + PΔV
一方、H = U + PVより、
　　　　　　　　　　　　　　　ΔH　= Δ（U + PV）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　= ΔU + PΔV　　　　　(∵　P = const)
よって、Q　= ΔH　。　ここで、Hは状態量なので、初めと終わりの状態が決定すれば値は一意に定まる。 
よって液体がどのように（可逆的にであれ、不可逆的にであれ）蒸発しても、最後の状態が同温同圧、つまり最後の状態が同じであれば、吸収熱量Qの値は一定となる。
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要は、定圧の下で吸収される熱量がエンタルピー変化に等しくて、エンタルピーが状態量だから、最初と最後の状態が等しければ吸収熱量も一定の値になる、っていうことです。
「定圧の下で吸収される熱量がエンタルピー変化に等しい」ということを、上の解答では一応数式で書いてあります。
（参考：化学熱力学　サイエンス社）
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「√１０」の処理は、開平法を使いました。
授業でやってないから、これでいいのかちょっと不安だけど・・・
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